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【手続補正書】
【提出日】平成20年3月31日(2008.3.31)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】特許請求の範囲
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
　　【請求項１】　配列番号１に示すアミノ酸配列からなるNFIF－14bポリペプチド、ま
たは配列番号２に示すアミノ酸配列からなるNFIF－7aポリペプチドをコードする核酸。
　　【請求項２】　核酸はcDNAである請求項１に記載の核酸。
　　【請求項３】　NFκBを誘導し、配列番号１に示すアミノ酸配列からなる単離精製NFI
F－14bポリペプチド、またはNFκBを誘導し、配列番号２に示すアミノ酸配列からなる単
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離精製NFIF－7aポリペプチド。
　　【請求項４】　NFκBを誘導する組成物を含むNFκBの発現を増加させるための医薬組
成物。
　　【請求項５】　組成物は請求項１に記載の核酸からなる発現ベクターを含有する請求
項４に記載の医薬組成物。
　　【請求項６】　レトロウイルスベクター、アデノウイルスベクター、アデノ随伴ウイ
ルスベクター、ヘルペスウイルスベクター、および裸DNAベクターからなる群より選ばれ
る請求項１に記載の核酸からなる発現ベクター。
　　【請求項７】　組成物は請求項３に記載のポリペプチドおよび製薬上許容される担体
を含有する請求項４に記載の医薬組成物。
　　【請求項８】　アンチセンス核酸を含有する、NFIF遺伝子の発現を低下させる医薬組
成物。
　　【請求項９】　NFIFポリペプチドに結合しその活性を低下させる中和抗体を含有する
、NFIFポリペプチドの活性を低下させる医薬組成物。
　　【請求項１０】　NFIFポリペプチドをコードするRNAを切断するリボザイムを含有す
る、NFIFの発現を低下させる医薬組成物。
　　【請求項１１】　試験化合物がNFκB－調節レポーター遺伝子の発現に基づくNFIF－1
4bまたはNFIF－7aの活性の阻害に有効か否かを評価する方法において、
　(Ａ)  （1）NFIF－14bまたはNFIF－7a；（2）上記NFκB－調節レポーター遺伝子；およ
び（3）上記試験化合物からなる第一のサンプル中におけるNFκB－調節遺伝子の発現レベ
ルを（4）NFIF－14bまたはNFIF－7a；および（5）上記NFκB－調節レポーター遺伝子から
なる第二のサンプルにおける遺伝子発現レベルと比較し、ついで、
　(Ｂ)  上記レポーター遺伝子の発現が上記第二のサンプルに比較して上記第一のサンプ
ル中における方が低いか否かを確認することからなる方法。
　　【請求項１２】　試験化合物がNFκB－調節レポーター遺伝子の発現に基づくNFIF－1
4bまたはNFIF－7aの活性を増強できるか否かを同定する方法において、
　(Ａ)  （1）NFIF－14bまたはNFIF－7a；（2）上記NFκB－調節レポーター遺伝子；およ
び（3）上記試験化合物からなる第一のサンプル中におけるNFκB－調節遺伝子の発現レベ
ルを（4）NFIF－14bまたはNFIF－7a；および（5）上記NFκB－調節レポーター遺伝子から
なる第二のサンプルにおける遺伝子発現レベルと比較し、ついで、
　(Ｂ)  上記レポーター遺伝子の発現が上記第二のサンプルに比較して上記第一のサンプ
ル中における方が高いか否かを確認することからなる方法。
　　【請求項１３】　NFIF－14bまたはNFIF－7aの活性を阻害する組成物を含む、NFκB依
存性遺伝子の発現阻害剤。
　　【請求項１４】　NFIF－14bまたはNFIF－7aの活性を阻害する組成物を含む、炎症阻
害剤。
　　【請求項１５】　アミノ酸配列（配列番号１または２）からなる単離NFIFポリペプチ
ドの、NFκB調節炎症応答の処置および／または予防を目的とする医薬の製造のための使
用。
　　【請求項１６】　アミノ酸配列（配列番号１または２）からなるNFIFポリペプチドを
コードする核酸の、NFκB調節炎症応答の処置および／または予防を目的とする医薬の製
造のための使用。
　　【請求項１７】　アミノ酸配列（配列番号１または２）からなるNFIFポリペプチドを
コードする核酸からなる組換えベクターの、NFκB調節炎症応答の処置および／または予
防を目的とする医薬の製造のための使用。
　　【請求項１８】　アミノ酸配列（配列番号１または２）からなるNFIFポリペプチドを
コードする核酸からなる欠損組換えウイルスベクターの、NFκB調節炎症応答の処置およ
び／または予防を目的とする医薬の製造のための使用。
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